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Addition of the carbon–silicon bonds of organosilicon compounds to unsaturated compounds, 

such as alkenes and alkynes, is limited to the reactions using strained cyclic silanes,1 silyl 
cyanides,2 and intramolecular reactions.3,4 In this study, we found a palladium-catalyzed 
addition of acylsilanes to allenes.5,6  
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遷移金属触媒を用いて有機ケイ素化合物の炭素－ケイ素結合を切断し、アルケンや

アルキンなどの不飽和化合物に付加させるカルボシリル化反応は、ひずんだ環状シラ

ン 1、シリルシアニド 2 および分子内 3 の反応に限定的である。4 一方、アシルシラ

ンの炭素－ケイ素結合は光照射下でアルキンに付加することが知られているが、分子

間反応はアセチレンジカルボン酸エステルとの反応に限定される。5 当研究室では最

近、パラジウム触媒存在下、アシルシランとアルケンとを反応させると、シロキシシ

クロプロパン化が進行することを報告した。6 本研究では、アルケンの代わりにアレ

ンを用いると、アシルシランの炭素―ケイ素結合がアレンへ付加するシリルアシル化

が進行することを見出した。 
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